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LCST-type phase transition in water 

水中で LCST型の相転移を鋭敏に示す高分子化イオン液体の設計 

論文審査要旨（600～700文字） 

本研究は、水に対して下限臨界溶解温度（LCST）タイプの温度に鋭敏な相転移を示す

イオン液体ポリマー（PIL）の作製と、それらの転移をコントロールするための設計指

針について検討したものである。 PIL ／水混合物の相転移温度は、PIL濃度の調整、

無機塩の添加、異なる親水性を有するモノマーの共重合などのいくつかの方法によっ

て制御できることが確認され、得られるPILの性質を予測可能であることを示した。ま

た、親水性の異なるPILをブレンドすることで、水との相挙動を制御できること、混合

するPILの親水性と疎水性を適切な範囲に調整することにより、LCST型の相転移を示さ

ないPILに対しても温度応答性を付与できることが確認された。以上、所望の温度で非

常に鋭敏なLCST型相転移を示すPILが得られ、その設計指針が示された。さらに、PIL

で得られた知見に基づき、温度応答性ハイドロゲルの作製方法を検討し、イオン性の

温度応答性ハイドロゲルの調製に成功している。得られたハイドロゲルは、温度に応

じて連続的に多量の水を吸脱着することができる材料であった。以上のように、本論

文は、新規材料のPILおよびイオン性のハイドロゲルの作製に成功するとともに、かつ、

それらの設計指針を与えた、材料分野において価値の非常に高いものであり、論文の

内容、構成および公表論文数などから、本学位論文審査委員会は、全員一致して、本

論文が博士(工学)の学位論文として十分価値があるものと判断し、合格と判定した。 
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審査経過（時系列） 

2021年 12月 16日 2022年 3月博士後期課程修了に係る学位申請 

2022年 1月 12日 審査委員の選出・指名・付議、論文審査委員の付託（運営委員会） 

2022年 2月 8日 学位論文発表会 

2022年 2月 15日  本専攻内における博士学位取得要件「査読審査のある英文誌に 3報

以上の論文として発表」（投稿論文公表済み 6報）を満たしているこ

とを確認の上、専攻会議で論文合格及び最終試験合格を承認 

2022年 3月 4日 学位授与認定・修了認定（運営委員会） 

 


